
用、タト 国 鶏の 杜茸巨調査  

名 倉 清 一  ＃ 崎 金 二  

′折 原  正  

感 じめ■十こ  

アメリカひ、なのわが国への鑑要は葛しいむのがあり、モの性能ヒ慣済世   

ほつし＼て寒々漆芸象三γLてし＼るので・外野ひなと日本ひ’ぼの′蛙経を′検打レ痩鶏   

凍皮打よび顔観象のひ塚吠の資布l乙する乃や茶粥琴変質謁し之。  

／．£「科及び覇撃方竣  

（ンつ 覇  周一  

銅像に虜レなアメリカ螢ぽ、ハイスドル7ネノレソソ・／＼イライソのク慮  

で村費gに戻し正目本質庄当腐生ノ亀の旬レブ寮絶間矢面三のニッ亘∴／プチス  

ト岡の7髄．虐＼せからラソダムに威煎っなものご∴ 痛J乙ニッキソブラスト   

】乙より砥ノ畦のよし＼もの友愛凡たいちのモばない。  

IZ）調査部閉  

館憎かろ／一2ク古今孟で・と育成期間ヒし／ヱ／日本から∫∂0日今ま  

で左農村都岡ヒして閏癒した。  

′＼イスドルフネルソソはノダ占3年J局？日の厨何であ旦㌢偲難色げは  

♂月／‘日の餌灯そある．ハイライン、は同じ、時軌二入干が辻球左か死の軍書ご討ギ了ツ月〃Cて；汀ろ己カモ用いたのモ、  

耗ズ考ヒ虐餌付時期に豹Jケ月のす加掬うのそ・直ち仁、八イスドルフネノレソソ対褒艶色レアに  

比乾するヱヒほぼ問題るろろうかと居われるが．′あえて炭窯先安の偵互  

上布った．尚ノ＼イライ／忘巨韓項曙砿後の5威 ヒリの威饅モある．  

簡沓区の鳥原  

熱感風月庄・－／＼イスドノレフネノレyソ  

省国東β区→ノ＼イライソ  

対照喝  一堂＝虜産、白レブの衷療育曾寅絶間交祀ア促合ビオランダム   

ほ〉 甥覇飼覇  

飼科ぼ肝欺の酷金轡希星河い一 〃塩谷まで勿すう配合 ノ2風合ま⊂・  

中堅融点．ノ∫∠フピ′斜度モ六びな離合、某夜、或鴇配合星屑し＼乏－   

りり／飼責方法  

濱蓼ぼ層乗／ヾアリー胃敬温左嘱し、、そ巧肇古平、天啓ケージご 召威し  

g∫日傘カ＼ら／2‘）日雀卜彗て上牧牒軋喝て′珂斉し ／ス／白冬より質詞㌢一  

ジム、よび年額Ul乙ラソダ■ムほ之介して収点し筏。  

l′．・「・   



r労 朗．痘頚産  

その他のノ弼思啓虜ぼ当痴の礪汲によっく才子っな、   

ズ．飼優成層   

（月）育成或窃  

育成威領ば牙／看の温りご、背或窄は舛固鶴月区、？ヂク％、好賠幾、  

タグ／クちごZ¢劇間の鍔宛ぼ命紆ほ㈲禰左ばさ九ご畷死し毒Lゼ夏ヒグー  

ンの研ほ琶をぼさぇモ乾乾した℃ので全部習杖ほよゐ乾死である．  

外囲劇β直の常夜牽ばヂ′ク％そ前え広よリd周る、紫苑腐因畦克つ  

つ皇ほよる占ので婿ほ疾帝ほよるるのそぼ白いが、、食爾の丞碑ば覇Z区  

Jリ拓い、  

憂管状霹良質／窟勿適リモあり．／ヱ♂冬腰A珪ば／3ク∂ダご好摩親  

戚びβ区よりやや大抵モあり、疾いでβ鼠の／／チアグ 対照賂／／針巧  

ご1あっノ乏。  

・飼斜硬奴痘dβ宜が残暑夕く∠一∫ク〟ダを凍訳し嫁し、∈・ぎ東鶉のよヱり  

ダ℡ある。   



J固j科堅ポ卑頁ブロイラーヒ異り産卵農¢帝或でろるカ、ら客ボ聾の亀谷   

苫もってその穐零の乾奄の剰及ば要求日いが大赦ごあるパ区が教むよ＜   

√／ゴてトらつ．次いでl対患寒のタ〃7ごtあるゲ 丹照観点入ひ、足礪吟亀   

ポ率ば思も憩い、8区足ヨ風咲俸でI∫．∫デモあ。危。  

胃 産叩窮間の成増  

／2／日命ょり．各亙嘩う珂ケーレ、とヂ珂し＼l乙ラング■云に別けて産卵飼蕗   

を行った．  

（／j ネガ産時の戎諾ほつし＼て  

初’倭兎の成績は帯之叢、の表す慮り ⊂平丹ヤ．軍雪各店ノq琶が童も軍く  

次に約ノ風間ム・くれて対照票ノネモーある．両区ヒもナーじ′野島ヒ千野ヒ  

の見渡ぼあまり認められ牒し、がβ区】古市之区よリケーじ倒い平常し、と  

も打＜れてし、る。Zのヱヒぼふ化贋朝ヒも喝億があゐと思われるが槽  

t乙平常いの平均初産日今は悪く ノ7 ヲ可命モある。′眉、区ヒも初プ星田今  

勿『＝才デーじ笥魯の方が裁く均一モあった∴  

ナクツb虐叩時のイ本琶は月区及び、河原区ぼケージ伺坦句も巧オ†大きく   

かつ衷架¢巾名木きい6喜ば罰ヱ区勿控の成績左京した、初産叩の年   

増印重出し牛区4／牙灯疋ヲ♂夕β区4∫デモ・田本軌ま外国碍一乙托喫し  

て明らかl乙止叩で・あっな、列・圃鵜〃区、β区切圃はもかなリ．の塞宍が   

摺ズ名 和彦崎のi大淀  

アー ソ／珂悉  

区  分   邪教  勿 魚日 ノ冬   J甘％執】吟  わ％虐婚好輝彦  ■ま ‾．  初産印壁   
ヱト国典、月区   5‾ク   ／∫ブ工 ／∂   ／∫占   ／占9／工〃㌻7   ス♂．♂  ¢／   

力  無  喝   ∫ク≧／∠∂工／ク  ／占占   ／ナ9／工∫之タ   ブ子2   ヲg   

クト萄為β邑   ズ∂i／∂5工  ♂  ／∠ 9  ！／占ヱ㌻工／ノク   ∠．∂   4・ヲ   

乎  ′珂  

言十．項ひ、、平均  

命  

区        岳外国鶉掴  ／クク：／∫2∵⊂ j     ■村 1廷1鶉  デ占  ／∫♂壬く  外戚鶏8区  ∫∫■  ／メ♂工   

雁∵堕ぎ頚骨系試  

／∠37工∫ワ3ト                 r  

∴ ・・・ 一  

フ芯訂  

ヱβ．ア  

ヲ2．／   



認ゎられる。  

くZ）産叩期間中の生存撃（／ズノ 日冬・へ／√∂ク日冬）l三つひて．  

孝叩期間中の生存脅威帝ヨ長の盾リモ殊得牢あ、よび生倍率からみて   

る庄ヒめケーシ飼琶ヒ子飼い／飼竃ヒの豊は濱宥｛ヱ覆われてぃなし、。  

月区ば線路肇クg％生仔肇タグγむで、ナーご乎ノ固し、とも／肇トゲつの乾死   

て一帝必備れてぃだ■ 対照鶉摩は或啓牽ヂ∫％生存率ヂ∠やで紫苑はデ   

ーひ、Z御ヰ倒し、う閻で、パ区l乙吹し＼モ・いる。8区ぼ礫存ノ牢ざ9％生存率   

92％モZ区に比牒してやや塀る祓健である。当瑠JZおける亀帯封胃   

のケージ及び、学園し＼ほあ＼し＼てば乱射鶏の乳酪圃欠配鶴舞の燭呑吐止す   

レ童外囲鶏より／労∂とぼ云えぉいと恩う．  

移う泉 生 得 牢  

外囲鶉  

ケージン   区    ／分．   ／2／浄今 削朝練  函死 御許  ∫ぞβ官金 都珊  鮮了牢  亜、生産飼歌  せ語準  乾 草ヒ喝領   月区  ノア一；ノ  ∫♂  ／ ≦／ ≒十  ＃ア 竿ヂ デ∂  タ∂ク  ／♂．7／¢  l夕顔子  ‡膏血寂 ノ刻   牢 固  ∫∵ク    い射 ぎ戸尻ク  ／♂．タ∠∫ タグ．∫   卵重症 ノ勿   佃財閥  ／∠〉ク     いア・∫アグ  ．タよプ  「 室 
相姦簸    l∫♂  Z  ゲ♂  ′′ タヱ∫  ／夙ナ／∠  テク∫  欄確腐働軟鋼   平 衡  ≠∠  J．  45   ノ∂・∫タ／  ヂク・ヲ  希酎綱紺唾森／礪  

音炒平河  タ∠   ∫  デ／  デ鍔β  タ√／ク7ァ∠′Z  

外商牽 β凰   ケージ 琴・1珂  Z∂  岳 2・  之占  タ之9  タ∂∴アズiデ乙ヲ   及、ソツ干 ゑ河    プア  星 〃  Z3  叙Z  タ〃、タグ プヱ．∠ ′ダ．タ2／萱アズ．＃  
（J）雇叩牽JZつぃて．  

／2／野合か占√クク日金きモの産卵率は諾4長の通りで外囲寒月   

庭ばナーじ詞常が乎解し＼常習より明らか1Z傾れてあ、リ、可腰矧ま月区   

ヒ盗仔年間いがリージ倒竜より硝らかl乙すぐれてし＼る．B区ばケージ   

飼督平解し＼の鼻巽ば符Åビ認のられない。  

月庄原び、相好無のケージノ飼育」まふ化薦粛の原像か晩秋ほ／軍、尊命   

教材f乙よ為′煤塵簡．が菟生して産叩の低下を叔乏．  

対賂鶏の子ノ珂し＼の成倭が腐れ、ケージ倒漆が濁る結果広当埼の確鶏   
の賀顎、度粛々℃卑僻し＼飼育の磯代覇奄一之よる密凍え行って凍ているので、   

萄詞環賓〆平岡いl乙重し反発が膏博されて鉛ゐとも秀ヽられ、ナーじ   

飼壌で¢後ペ材奄の必要性が宿敵主れ烏．  

ケーけ、平固い′飼育の中将モ∫βク百合までの産卵率くへゾデイ〕  

して＼、   



で・ば夕卜厨鴫8区が移れ乎喝ク／％で、あっJ欠J乙対照薮の占ク∂ん月産∠イ   

9ムごあるがLへンノ＼ウスモば／2／官命．へ一 ∫㌧ク ∠フ∈／告ご各区爽√ダ％   

モあり、／∫／日／、 ∫∂β司令モノま各庭兵∠Z％疫薮ば絡められな  

し＼．  

摩1岬牽のか一フ○ぼ劣4蔑見．A農の点すヒム、りら区が‾帝草原l乙イ轟れて   

ムーリ（瓜化庁窒射ヒも岡⊆墜あり）二後牛ば遼（藍l乙低下している．ノ4区ヒ対   

照区は年覇夕琶んど珂じ偵何を衣レナージ例展は月旦がまさり．乎僻し＼   

ば好摩が償爪てし＼乳  

ケージヰ飼し、の平均の産叩牽を辰也ぼ1欝4攻C烹ま如鼠～j■・印即ちの患て巧   

由．ヲク∠）E へ一 こヨ5‾ク日⑯きで・ば群衆艶より優れた魚卵を哀しなが、ら   

3∠）♂′－ 3∫ロ田谷火隆の後半d低下している．対培鶏は瀦孝やや   

増るが3クク へJrβ官命吠囁ぼ外囲格より島象印を椅催し夜粛多   

産畦豆炭している．乙の乙ヒ庄野」無線の場合覆耕託儲1ヱよる後威■の候   

壇しの鱒沢ヒも准療されゐ。  

仲）坤直ほついて．  

初産府の卵魯はついてば（／）モ箇ヾた盈りて、吊るが、／ヱ／日各から   

ナクク百合きで勿戸別宰相岬蟄ぼ笥∫覆の凰り草あり、討取簡オ塀ら   

∂＼に外国療のヱ区より腐り、卵魯膚加糞ま動磨雫砥が礪毯、之れる、外   

囲幾月庄野区勿爾（乙Jま褒賞は霞められがし＼。  

∴1・ノ、   
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r∫）例刻償東尾あ、よび／珂科要求率ほついく．  

ノjノ日合〃＼ら何列の／イ材／日当／」飼1斡薫こ項琶ち、よび患親潮羅】！胃怒環  

の月利阻科亀有牽ぼ罪占覆牒砲リモある。  

月区戎び、村藍鶴はケ〝ジノ伺壌が年倒ししよりづ珂科の倍額援が争い．  

β区ぼタ各九ど展買ノま多められ店し＼．ノ甘ノ羽考り威頂匿紆オ園簡が  

多く．灯敗轟の方か、・折£Lかっ乏．簡単嘗水葬gβ産がょく月広対照の  

煩∈あ点．   

刷経溶性勿比較  

扁径〉脊性巧傾封に由縁ラ衛に閻′僚する嘗承ノ各市具／乙n伝って行うべ空で、あ  

るが硬質土．ひ長ぃ叱．額東嶺、婁崖鵠旬寧．∫クク官命曙の熔琶左岸7  

者傭斉の訝借欄番ほエリ評増した薔質は霹ク′警／「コ‥→1 釣る。  

／ズク責今までの嘗威費古仏上り／翠当り 

ヨ再β区≠∫β円くし弁河喫す両区共大差ば＜困〃∫∂何である．汀好  

；絶ヲZヲ何ヒの屋の大都介戚ひな塔入の価格畳モある．欝甲㌻箪の評  

′価額から育成費眉び●ノ之／日冬から∫クク百合まで・の詞豹琶孟夏引U  

乏／金頗左産別産頗とレて嘉しを。  

題額の最も草し＼のば升釘鶉月区ケー汐／珂穏の よ7∫田であり、次佗  

β直のケージ覇者∠／β再．‾ね照鶴乎牒し＼♂）∠／占聞く・ある。  

賓②産額の少レの痔月庄平飼いの夕7（）呵、堺J之村碑ケ〆ジ飼習¢  

〃ダウ 可B区分∫∠♂円となった。  

本調査のみモば解翰ば下せないか、」鶏雇（乙よる▲ 符破：質点ば．ある  

肇虐あるようモあるから、他の試験頭借と辺比簸殿討レてその囁碓の  

特徴久点左ぼあくして．飼琶型餞、虜礁l乙ろったものを監毘才べきヱ  

ヒを眉表してし、る竜のと臆療される。  

j、・琶  椚   

1ゾ上の好感左「要約づれぼ簡g長の傑金成薇，Z示す還りて・あゐ．   
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／ 竃玖敢頃  

層成薪斬の幣死点各区ヒも苧蚊Lヱよろもの■仁あ為永外戚肇8区の背紋ば  

食材ほよる尻っっ空であるのモピーク刀ソト左する息ビの肇魯エの璃急が   

ノ鮭零ヒ患わ才しる。   

／ヱク官舎J乙わ＼ける夕卜野鶴周年ばやや大願で・あり、一網科要求率もよく■   

対照帝ばやや．J＼経であっ之．  

その他育成覇屑中のかなの洛れ 嚢′硬など谷底J乙澄男ば慰められぼかっ   

◆∴′  

え 初産府の一吠汲ほついて   

初産日冬ば舛国難月区が濁る一牢く、対■ぼ簡F常ノー軋l司ぢくれてし㌧る。‘両   

度ヒ肇ケージ倭丁帝ヒ平伺〔婚ヒの圃l乙大豊ぼ寵められ以く．賽ポの一叔の研   

摩百合ヒ比敬して普通の二沃経と′考ノこられるが舛酎鶉声区／才J＼化招魂ヒも田   

原があるが府ノ乙中尉い摩摺の穆合腺覿モ・折っ竃．  

初産田今の命談邑各圧ヒもケー汐飼番勿方が裁く均一で、あっ指㌧  

∫フ％老岬府のノ痔曹ば月直々か－オ照ぼケーレ僻丞の逝¢が天与く、かつ頚  

責の何も太さかった。日区出番記2区と皆の戎碑左京レを．  

五 泉叩解圃中の生存率ほついて、   

／ズ／日冬よリキ♂∂田谷まこ∂甜何句究＼慧て苧Jごタト票讐．4匡残存客クク   

殖里膏牽9ヂ％で・屠場』く、対照絶は凍存牽グ∫％ 生存奪ヂg％モあっ   

色、舛釘農β区ぼ嘗或詔間中亡ム′風っっ皇／Zより育成‾牢が両紙之区よりも冴   

っ瓦が産甲府周恒事務停車身9％生得牽9之％やや滞る威喝モあった。ノ   

斬に日暮ノ懇の生存率lま窄牒ほ射Z比疾しく惚し＼ようほ云われてし＼為が、、桑俄   

吼交乾酪繹の場合成心寸しもタト珂濁ー乙冴るとば云へないと思われ為ア  

4：乳叩奪‡Zつぃて   

升国衆月区出ケージ旬貫〆平倒し＼より明らかほょし＼城頭亙京し、好漁象   

ば月夜ヒ竣功威俊ご年増雪いがナ・一汁飼育Jリ明ら押こよし＼炭稽古示した‘．  

戸区喧7－じ‘乎倒しlこつ菱ばク歩／Lピー認の られ〝かつ7乞．  

ケージキ償いのヰ何種甲琴（＼ンデイ）でLば舛威喝β丘クヾ・1繹イ1年殉7′   

卑るく・歌IZ村‾照萄オ占ア％モあり，y目頭摩」産せ∠ト外項q・あっ′㌢舛 生すネ坪と   

如礫L／之【＼ン㌧＼ウ∵スてふに／ヱ／トヨ冬√－5‾∂∂百今 こ・・て各Lまヒニモ．5芽C′ノ二て㌧均  

】）／j－／β冬かわr〟ク日食∈÷各〔護．52％∈・各区分刺／＝む家宣窪めらり＿   

ね■い一 しかし初発珂掲づ桑の宵別の斉珂左みゐヒタト封肇′夕立と丁将1ヱ番手ノ長   

平か■すぐれ．（百＼イヒ時郎す亡￥覇偲はあゐがりてし＼るdJ、、肇革ばだ、遷十ヱ鳩‾ドし  

〔し・ろ外国軌｛1区ヒ才一解熱「手憲l節婦′」ヒ、1君じ頑罰乙点し∴こい冶か、．り・－Lノ、  

・rチタ．1   



解留て・ば月産が慮れこぁり、平常いモ・ぼ対照が嘩札ている。  

7－ジ平河し、の卑相成頃でタト固肇ヒ村庶翳を比密すると、外囲懲勿窟甲   

信r∂∠ク‘十日～タ∫β冒今までば和好象より腐れ佗靂甲を恭し．ながらヨクク   

〈ノ5∫ク百冬朕時の確乎疫低下してし、点．対照恩威1折半やゃノ好るがヲクク   

～ヱ∫♂百命玖嘩ば外国車よ少者藍叩で環園夢産′痩左京レこし＼る．  

∫ 叩受につし＼て   

甲琶慮外画鶉′＝茎年平均ノナ当り∫フグβ庄√∠．∫グe村好腐ば∫／Zチ   

ヒ閲うか1三村璽1賂がノ狩る．  

∠．飼料屠所魯あ、よか祐司粛啓衷脅ほっいて．  

列国鴇月区Åび対庶笥ばケージ伺魯が千句いより飼斜招据覇者が草し㌧   

βl星法界ルビ澄男ぼ諮めろれ白い．  

那珂平の／日／調当－リの飼劉膚承琶はナージ．乎飼し＼の乎何で竹園名月   

区むよぴ8区ぼ／／♂ダ雇廣であり対顔礁ぼ／ク／ダであっ危，飼希考衷   

窄．ぼ8区がよく月匡対照の傾く・ちる。  

ス1経乳性の比薮   

俺辣彼の稔軌乙は蔭洛ほ閏億する悪果各般l皐わ語って行うべきで・あるが   

候壁上、ひな代周布賓、磯卵、㌻窺ぼどについ⊂、訴個し収束最顔を求め   

こみた、その景観の環も多いの慮タト固磯月区ナーび間藤の占ク√珂であり   

攻l乙E＝星イうワ一ジ閏悠占／♂ 

少いのぼ外国如桓の車飼いの4ク∂円次に灯腰ナー㌢飼育匂4♂？円ご、   

ありβ庄の■∫∠♂円とがつ乏．  

牛飼いケ∴ジの平均の収安産資ばチト郵賭β亘∫チj軋づ区∫ク2円、対  

照礫∫∫ヲ円と2ク田づ・っの鼻が出くダるが√クβ百合の武威終了当麻の   

ケージ千句しlの中村産軍蟹田対密が最もよくt 頃ノ之月区で1あり、β区ぼ・   

〃ク％畠の雇岬であるのご．r∫♂田舎の軟舜と爽彪レ 灯ポ忍が、タト国華   

ヒ」そ㌧2∵ク～〃♂何の度盛左ど勿ノ琶層まで禰、い′得るかの、直談ヒ腫の轡何の斜、   

教戒腐とむノ検討レくみか也雪があ為。  

〃．か す 乙ゞ  

威武風教／産∠∂材～／∂β羽程度の／釘の香戴靡のみ∈、ばて終車庄下せ   

ばし＼が、和国怒道風鰍乙よる、椅徴梵庶出ある握屠あるょうでろパ吋臍姦   

の国産無心朴釘終に傍らばし＼霞所を匂ってじる．  

本覿軟く・鋸町郡乱射引計デー封町療G計軌軒壌ぐあク掛野いの感得亘   

らかにケー汐屑愚才リ首頻る、針国男β区ばケー・ジ、上平蕾し＼の霧首あきり   

細められばく攫ザβ烈ぎ削ま笥産卵で、あ為が背嚢頭髪直に噛下する・項／師がろ烏  

；←一、←、   



よう である．   

叩密ば閑占かに和国潟・が腐れており、対腰薦の困虐葛が磨ろが財産鷲  

の平岡し、の礫新の雇岬虫網らかに外国蔑より傾れている．   

－赦席叩患笥象の場合はヱのよう畳嗜衝天魚を兄痺レ、官己の條琶、倒  

壊型應l乙患っ包めの星選択するこじがi変まれるク   

国産．塞の碑塘釈最にあたってば射らかにぢる聞直堵抑え¢筑覆ば富うま  

でもなく．賓牡輝叩香車の大部卦が飼養されくいム′′一針飼頑‾ぐ・曹成偏  

差ヒげラる硬載、宵倭の砿要也が粛威されゐ。  

▼ノ   


